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【発行日】令和1年8月22日(2019.8.22)

【公開番号】特開2017-27594(P2017-27594A)
【公開日】平成29年2月2日(2017.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2017-005
【出願番号】特願2016-136865(P2016-136865)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ａ４４Ｃ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｔ    1/00     ４００Ｈ
   Ａ６１Ｂ    5/00     １０１Ａ
   Ａ４４Ｃ    5/00     　　　Ｄ

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月9日(2019.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの血管（３０）のパターンの画像（１）を用いてユーザを認証する生体認証セン
サ装置であって、
　止め具を持つリストストラップ（１２）と、
　画像に撮影するように構成されたカメラ（３）と、
　止め具（４）が開かれたことを検出するメカニズムと、
　画像がユーザの基準画像と一致する場合に、ユーザを認証するとともに、止め具が開か
れたことを検出した場合に、認証を破棄するようにプログラミングされたモジュールと、
を備える生体認証センサ装置において、
　止め具がデプロイアント式止め具であり、デプロイアント式止め具を閉じた時に重なり
合い、デプロイアント式止め具を展開した時に並置される複数のブレード（１０）をデプ
ロイアント式止め具が備え、カメラ（３）は複数のブレード（１０）の１つに設けられて
いることを特徴とする装置。
【請求項２】
　メカニズムが電気スイッチを有する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　止め具が開かれた場合に、電気スイッチが開く、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　止め具が、この止め具を開くために作動される必要の有る少なくとも一つの押しボタン
を有し、この押しボタンが押された場合に、当該検出を起動するように構成されてある、
請求項１又は２に記載の装置。
【請求項５】
　メカニズムが画像センサを有する、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　カメラ（３）の上方、周囲、下方のいずれかで光ガイドとして作用する透光性の板又は
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フォイルと、透光性の板又はフォイルに入る光を放つ光源とをさらに備える、請求項１か
ら５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　止め具（４）はカバー（１１）を有し、カバー（１１）がカメラ（３）を収容する、請
求項１に記載の装置。
【請求項８】
　止め具が、複数のブレードを通る又は間に窓（１０１）を有し、カメラ（３）が、この
窓を通して当該パターンの画像（１）を撮影するように構成されてある、請求項１から７
のいずれか一項に記載の装置。
【請求項９】
　ボタン（１１０）をさらに備え、ユーザがボタンを作動すると撮影を起動する、請求項
１から８のいずれか１項に記載の装置。
【請求項１０】
　リストバンドが取り外された際に、ボタンと、慣性センサと、容量センサと、輝度セン
サと、画像センサとの少なくとも一つによりメカニズムが起動される、請求項１に記載の
装置。
【請求項１１】
　認証を破棄するようにプログラムされてあるモジュールが、タイムアウト、又はサービ
スにアクセスする怪しい試みの検出に基づいて認証を破棄するようにさらにプログラムさ
れてある、請求項１から１０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　ユーザを認証する方法であって、
　止め具を持つリストストラップ（１２）に取り付けられたカメラ（３）を用いてユーザ
の血管（３０）のパターンの画像（１）を撮影することであって、止め具がデプロイアン
ト式止め具であり、デプロイアント式止め具を閉じた時に重なり合い、デプロイアント式
止め具を展開した時に並置される複数のブレード（１０）をデプロイアント式止め具が備
え、カメラ（３）は複数のブレード（１０）の１つに設けられてある、画像を撮影するこ
とと、
　画像を基準画像と比較することによって、ユーザを認証することと、
　止め具（４）が開かれたことを検出することと、
　止め具が開かれたことを検出した場合に、認証を破棄することと、
を有する方法。
【請求項１３】
　止め具（４）が開かれたことを検出することが、カメラを用いて撮影した画像における
変化を検出することを有する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　認証を破棄することを有する、請求項１２又は１３に記載の方法。
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